
く
た
め
に
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
に
安
全
運
転

を
願
う
気
持
ち
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
で
す
」。

今
年
の
安
全
運
転
講
習
会
は
９
月
15
日
、
16

日
の
両
日
に
開
催
さ
れ
、
34
名
の
受
講
者
は
安

全
な
車
間
距
離
の
と
り
方
、
エ
コ
と
安
全
を
両

立
さ
せ
る
運
転
方
法
、
狭
い
場
所
で
の
運
転
、

夜
間
の
安
全
走
行
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
ん
だ
。

毎
年
、
受
講
者
の
激
励
に
訪
れ
て
い
る
と
い

う
平
田
会
長
は
、
参
加
体
験
型
の
教
育
に
よ
っ

て
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
運
転
を
受
講
者
自
身

が
考
え
、
危
険
予
測
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
鈴
鹿
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
評
価
す
る
。「
実

技
を
通
し
て
自
分
が
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、

お
客
様
や
現
場
の
従
業
員
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
は
ず

で
す
」。

こ
の
他
、
同
社

で
は
２
０
０
７
年

12
月
よ
り
各
地
域

の
自
動
車
教
習
所
な
ど
、
全
国
の
交
通
安
全
教

育
施
設
の
協
力
を
得
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め

た
全
従
業
員
に
実
車
を
使
用
し
た
安
全
運
転
教

育
も
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
全
従
業
員

の
９
割
に
当
た
る
約
２
７
０
０
名
が
受
講
し
た
。

「
お
客
様
を
送
り
出
す
時
に
は
必
ず
『
無
事

故
で
お
帰
り
く
だ
さ
い
』
と
声
を
か
け
て
い
ま

す
。
そ
の
言
葉
を
全
従
業
員
が

常
に
気
持
ち
を
込
め
て
言
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
お
客
様

の
安
全
確
保
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
平
田
会
長
は

力
強
く
語
っ
た
。
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ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
サ
ー
ビ
ス

（
株
）
は
、
日
本
を
代
表
す
る
鉄
道
・

バ
ス
・
航
空
会
社
な
ど
の
基
幹
交
通
機

関
の
賛
同
を
得
て
、
国
内
最
大
級
の
サ

ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
展
開
し
て
い

る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
の
レ
ン

タ
カ
ー
会
社
で
あ
る
。

同
社
で
は
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
者
の
安

全
は
元
よ
り
、
従
業
員
の
安
全
運
転
教
育
に
力

を
注
い
で
い
る
。
交
通
事
業
者
の
社
会
的
責
任

と
し
て
、
深
刻
な
経
済
情
勢
の
中
、
安
全
運
転

教
育
に
対
す
る
経
費
を
削
減
せ
ず
、
む
し
ろ
増

や
し
て
い
る
と
い
う
。

従
業
員
へ
の
安
全
運
転
教
育
を
重
視
し
て
い

る
背
景
を
、
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
サ
ー
ビ
ス

（
株
）
の
平
田
新
吾
会
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
以
前
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
先
輩
社
員
か
ら
の

現
場
研
修
が
主
だ
っ
た
た
め
、
現
場
で
は
適
切

な
指
導
が
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
で
は
、
お
客
様
に
誤
っ
た
運
転
方
法

を
伝
え
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
全
国
の
営
業
所
の
所
長
ク
ラ
ス
を
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
に
集
め
て
、

安
全
運
転
講
習
会
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

お
客
様
に
安
全
運

転
を
し
て
い
た
だ

7

現
場
訪
問

従
業
員
一
人
ひ
と
り
に
安
全
運
転
を
願
う

気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

TOPICS
８
月
28
日
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
和

光
ビ
ル
１
階
で
、「
'09
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ

ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
埼
玉
」
が
開

催
さ
れ
た
（
主
催：

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
・
和
光
）。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
組
織
内
交
通
事
故
防
止
は
環
境
が

大
事
」。

開
会
式
で
は
主
催
者
を
代
表
し
河
野
光
彦

・（
株
）レ
イ
ン
ボ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
代

表
取
締
役
社
長
が
挨
拶
。
村
山
幸
央
・
埼

玉
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
部
長
が
来
賓

挨
拶
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
春
日
伸
予
・
芝
浦
工
業
大
学
工

学
部
教
授
に
よ
る
講
演
『
安
全
運
転
に
必

要
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
―
特
に
心
理
的
側

面
か
ら
―
』
が
行
わ
れ
た
。
春
日
氏
は
、

安
全
運
転
に
必
要
な
「
気
づ
き
」
と
し
て

①
自
分
の
特
性
、
②
危
険
の
具
体
的
な
内

容
、
③
自
分
の
特
性
と
危
険
と
の
関
係
、

④
対
処
方
法
の
４
つ
を
挙
げ
、
気
づ
き
を

促
す
こ
と
で
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

能
力
が
高
ま
る
こ
と
を
説
明
。
気
づ
き
を

促
す
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
成
功
例
を
紹

介
し
た
。
ま
た
、
性
格
特
性
や
ス
ト
レ
ス

状
態
と
い
っ
た
心
理
的
要
因
が
気
づ
き
の

効
果
が
薄
れ
る
原
因
と
な
る
こ
と
を
伝
え

た
。次

に
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
土
田
義
章
・

神
田
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
品
質
安

全
管
理
室
課
長
代
理
が
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
誕
生
」
を
テ
ー
マ
に
、
社

内
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
養
成

し
交
通
事
故
防
止
活
動
を
行
っ
て
い
る
様

子
や
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
動
、
運
行
管
理

者
研
修
会
、
事
故
再
発
防
止
研
修
会
、
飲

酒
運
転
撲
滅
活
動
な
ど
様
々
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
た
。

事
例
発
表
の
後
に
は
、
野
村
邦
丸
・（
株
）

文
化
放
送
編
成
局
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
次
長
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

春
日
氏
、
土
田
氏
に
加
え
、
生
田
泰
博
・
ニ
ッ

ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト（
株
）車
輌

部
事
故
防
止
対
策
課
係
長
、
澤
登
真
珠
枝
・

埼
玉
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課
課
長

補
佐
埼
玉
県
警
部
の
４
名
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
情
報
を
共
有
し
た
り
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
、
組
織
内

一
人
ひ
と
り
が
一
緒
に
取
り
組
む
と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ

た
意
見
や
、
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
、

達
成
具
合
な
ど

が
目
に
見
え
る

よ
う
に
し
た

り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
報
酬
を
与

え
る
な
ど
が
効

果
的
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ

た
。
活
発
な
意

見
交
換
を
通
じ

て
、
組
織
内
交

通
事
故
防
止
の

た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
自

ら
考
え
て
気
づ

き
、
納
得
で
き

る
組
織
環
境
を

作
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と

を
会
場
で
共
有

し
た
。

●
２
０
０
９
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
埼
玉

「
組
織
内
交
通
事
故
防
止
は
環
境
が
大
事
」

★

パネルディスカッションの模様

狭い場所での車庫入れ・縦列駐車のコツを身につける受講者。運転に慣
れていないお客様にわかりやすくアドバイスするためのポイントも学ぶ

安全な車間距離のとり方を考えるため
の反応制動

夜間走行では、対向車の前照灯の光の
眩しさのために前にいる歩行者が見え
なくなる蒸発現象などを体験

ニッポンレンタカー
サービス（株）
平田新吾会長

ふんわりアクセル『ｅスタート』など、
教室で学んだエコドライブに効果のあ
る運転方法をコースで試し、実際に燃
費が向上していくことを受講者が確認
する

●
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

（SJクイズの解答：Q1③、Q2①、Q3③）

10月１日、アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区）

にて（財）交通事故総合分析センター主催の「第12

回交通事故調査・分析研究発表会」が開催された。

この研究発表会は、同センターが行った交通事故

に関する各種調査・分析研究の成果を交通安全対策

に活用してもらうことを目的に毎年行われている。

小田村初男理事長による開催挨拶の後、以下の5

つの研究発表が行われた。

1）「事故分析からみた車両の安全対策」米澤英樹・

車両分科会会長

2）「歩行者の傷害程度に影響する要因の検討」吉田

伸一・主任研究員

3）「コンピュータを用いた事故再現による右直事故

の分析」木下義彦・前主任研究員（現・（株）本田

技術研究所四輪Ｒ＆Ｄセンター主任研究員）

4）「四輪車の電柱への衝突事故分析」鈴木陽介・研

究員

5）「人的要因からみた長寿ドライバーの交通事故の

特徴」三井達郎・研究部担当部長

「人的要因からみた長寿ドライバーの交通事故の

特徴」では、長寿ドライバー（75歳以上）は信号無

視やブレーキ操作不適による事故を起こしやすい傾

向があることが報告された。また、信号無視の原因

として「考え事など他に気をとられたため」、ブレー

キ操作不適の原因として「病気により足が思うよう

に動かなかった」などが挙げられた。

NEWS REVIEW
●（財）交通事故総合分析センター　第１２回交通事故調査・分析研究発表会

交通事故に関する各種調査・分析研究を発表
●第４１回全国白バイ安全運転競技大会

安全運転技能の最高峰を全国の白バイ隊員が競う
10月10日、11日の両日、自動車安全運転センタ

ー安全運転中央研修所（茨城県ひたちなか市）にて

第41回全国白バイ安全運転競技大会（主催：警察庁）

が開催された。

この大会は、全国の白バイ隊員の安全運転技能の

向上、士気の高揚及び隊員相互の融和団結を図るこ

とを目的として、昭和44年より毎年実施されている。

今年は、47都道府県警察等から、女性隊員38名を含

む188名の選手

が参加。2日間

で計4種目の競

技で熱戦が繰り

広げられ、延べ

約6700人が観

戦した。

主な結果は以下の通り。

●団体の部

（第1部・9都府県警察）優勝／千葉県、

第2位／愛知県、第3位／埼玉県

（第2部・38道府県警察等）優勝／群馬県、

第2位／鹿児島県、第3位／大分県

●個人競技の部

（男性の部）優勝／笹野裕也（千葉県）

（女性の部）優勝／大辻綾美（兵庫県）

1 2

澤登真珠枝・埼玉県
警察本部交通部交通
企画課課長補佐埼玉
県警部

生田泰博・ニッポン
レンタカーアーバン
ネット（株）車輌部
事故防止対策課係長

野村邦丸・（株）文
化放送編成局アナウ
ンス部次長

土田義章・神田ホー
ルディングス（株）
品質安全管理室課長
代理

春日伸予・芝浦工業
大学工学部教授


